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序文

禾11歌11滉は広く外池に開けるとともに、紀ノ Ill、有Ill川など、河川流域ごとの特色ある文

化を育んできました 南部地域も南部）IIの,,,,j芹の丘I浚ーI川に梅林か！ムかる独特の娯観を呈し

ており、「南高枷：＿で知られる梅の一大産地てあります。また、「里ヶ浜の沖合いに鹿島か

浮かぶ風光明媚な七地として介名です。

財l寸1法人和歌111限文化財センターでは、平成 9年度から、近畿日動中道の南部インターチ

ェンジ建設に関連する―［事に先立って、面部平野における発掘調査を実施してまいりました。

湛11fを経て、縄文時代中期に湯lる屎落を確認した徳,,棗地1ズ遺跡や、複郭構造を持つ高Ill」居

城跡などの重災逍跡を確認することかできました。

このうち、匡追424号の改築上半に伴う調壺を実施した範固について、出七逍物の粒JI/算

業を行い、その成米を発掘調査報告高としてfl]行するに主りました。発掘調査および出十遺

物の整坪、また本凸の作成にあたっては、和歌山県［］高枷興1口｝を始めとする多数の方々のこ

指導・ ご協力をいただき厨<1111礼山し 1.げます。

この調査成果か広く活かされ、地域の歴史追庁として受け紺かれてゆくことを顧ってやみ

ません

、「成lo年 8JJ 

財1叶仏人 和歌川県文化財センター

迎串長木村 良樹



例 -= 口

1. ,4¥/りは、和歌山県［］窮郡南部叫1人＇［徳 1政に1り薗する徳蔵地区迫跡の発掘瀾奔報麟である c

2. 講］介は、［•山直424 リ迫路改築 i:-r,にi乎うもので、発掘謳1企を叫成10・13・14年度に、磁物整理を

'I'成15年1文に実施した

3. 発掘，謁在及ひ追物賂坪業務は、和歌山県の委，、［を受け、和歌ill県教介委員会の指村のもとに、財

fi月社、人和歌,1,県文化財センターか実加した。

I. 事務及び調介糾織は I・品のとおりてある'

専務 坪 ボ l']T務局長兼務） 中谷博11/il'I'成10年度）、岩橋競('!'成13~]5年1文）

事務1,1)次K 着原『明(、r成10年度）、畑叩l牡雄（平成Ill年1如

松1廿,f『IiI平成13~15年度）、篠原I奇 i平成14年度）

笠田l'a巣長西本悦 f

蘭1i キ 介、松陀克人

坤蔵文化財諜長 松Ill止賠（平成10年度）松I、)；；（、「成13年段）渋谷，,:;秀 IT成14・Iが1度）

キ ff 渋谷閥秀 It成 10打度調令担'½)

副 L 杏 里石杓｝、 l'I'成13り度調究j日凶）

技 師・r」野 Jl」 IT成14年度』介 .'l'I成15介／文舷J附II当）

炉"I幽杏員 ，ZJii,J租人、藤村瑞穂 :/J,l介袖イK目 IIJ野兄叫

．）．発掘澁1介・直物賂l用に際し、和歌111県II糾振興局逍跨諜、和歌111限教育委員会文化逍'"諜をはし

めとする力々のリ）止・協力を得たc 感謝0)紅を表したいc

(i. 本文は渋谷・ 'l)l,.J-1野か快喰した。執筆分担は本文H次に叫したc

7. 遺構・,;真は各調祖「Iヽ,,者、逍物.,砂［はn野か搬影した 111し木製品の吋真は渋谷か搬影した，

8.'ヽ 製品の保仔処J用は 4.点を材ぶ会社京都利•学に灸，t し、その他を ''1 センターか行っている

9. ~ ヽよ したツ

10. 調1t及び整j朋作業で1'11成した実測l>I・ 与良・台血"竹の記録質学lは財団法人和歌山県又化財センタ

ーか、出l・遣物は和歌山県教有委員会か各々保行している

凡 例

］．発掘謁介て使Illした調企コートは1、記の辿り

平成JOイl'I文,1,1査 II吋逍121:J線直路改築に伴う第 1次調介・ I IをI・・・98-32・ •17 

平成13年度講I森 II刈道424り線追路改築に伴う第 2次潤介・ II-町xJ・・・OJ-32・47

1減 14年度，晶崎 11<1逍424り線直路改組に伴う第 3次，翡査 ・V・VJ[x.J・・・02-32・47

2.; 翡令の姑準線は.,勺臼直角牝標系（第V1系1を、椋絲は東京1弯椋準沖llf,i:ITP.f伯）を用いた．

3. Uciの色調は、 II 本色研事業t,sし会ネ 1発ゎ• 『新版標ift・ 色肛れを使Illした「J
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第 1章はじめに

第 1節 調介にギる経緯と経過
,_なへか'"ら ：こ ' ' 

調査jo<O)/{/£する和歌,1,県II閻郡南部川村は西牟嬰郡と接し、南部川［、流ム岸に比較的仏い平

野か1#1けている。この平野部や},¥]辺0)ti. 陵部には縄紋時代から巾 jll;!Ci'る多数の此跡が1玲まれて

おり、 ,;1,;:1時代よの人剌銅鐸も bfl刈出 1 している~，中世には高野山領 1ふ1 部荘が設io: され、八［田

訓と呼ばれている条中地割にR11hjされた水111部にその禁観を視在にまでとどめている。水日南部

には幸町時代後期に複郭人の1,人な城節てある高[tiい古城か築かれている。このような此跡の密

り、地において、以卜に述へる各枡開発L市か丈施され、大規校な発掘，淵介かわわれた'r,はIi'/涅f

における梵掘満介に，,，る紆緯と紆過を概観してみたい。

印 I、和歌111県ては父流I巻lの拡大をl叉lるため、人T汀祈同七軸、近畿南北辿携軸、紀淡洵l杖父

流樹笠の妍しい父訛軸や父i龍 L•l の形成に向けた Jf丈り !,iiみを行っている r さらに、県内における格

r状の道路整備や直路と公共機1月との有機的連携により、 L 安都市 l~l を概ね 2 時間でつなぐ、!,し

仏J2時間行動園構想を井進し、県 1の 1本化を進めている。紀北地域と紀中・紀南地域を粘ぷl

災幹線道路は複雑な洵iド線を ltJ進する I司直,2り線であるか、慢袢的な渋滞が紐いているッそのた

め、近畿i'I動車逍紀勢線の早期延長か中まれており、御功インターチ J ンシから南部インターチ

_cンシまでの建設が'j(克化された，南部乎野では、高速道跨建設にfl'い各種憐］発 J'・Jfか 挙にrm

始された＿高速迫路への取付道路の慾備、国逍，県追，町村迎の拡輻、 ji</川改修などである Q ま

た、県と近畿牒政/,,)では総合nりな牒業北盤東各1前に杓rし、南部Ill]と南部川村ては人規模な牒業ILL

地の I>帥1栢埋か実施されることか決定した—

このような各神lill発行為に伴う試掘確認瀾企と発掘溝芥は '['I成7'Fl文から 1#1始され、和歌,1,県

文化財センターか丈施した発掘調介ミ血桔は平成14年Ii(までに72曹663団となっている（表 l参1111)_

県l人］で 地域で発掘，ul]Wした事冽では過去泣人規模である，，平成10介度からインターチェンノ本

休部の調杏か1片1始され、 1勺成13>1度まで1り:11"13,000ni Iiり後が調杏されたふインターチェンンヘの取

付直路の整備など付随 lポに伴う瀾介は平1成13年度かピークて、'['成14年度で南部、「野における

公共L')iに関連する発掘識l介はほぽ終はを迎えている。また、マンシ aン建設に伴う発掘，凋杏な

ど、民間［ボに関連した調杏巾例も散兄される',

'"'』
木報：＼甚て記述する 1,1迅424号線追路改築巾業にfl'う発札1!講］釦よ'1'1&10年度に古川文線の束に隣

接する利令1肝1前部L612niを調杏し Il [x)、'['1&12,13年度に1団追から料金iliまての取付祁4,341

面を，品］介し（束から ll・Ill・Tu区）、平成WI度に取付部の 部544面を調介した IV,¥1区）。イ'I

れの調介lズも縄紋III代から占墳峙代にかけて瓜落か宮まれた1敗翡地や畠IllJ: 届城踪から北他にや

やはずれており、湿地：1人の地形を旱する部分か多い s

-]-



表1 南部平野発掘調杏履歴・概要

南 部 平 野 発 掘 調 査 履 歴

事 業 名 委託機関名 対象遣跡名 1995年 Jg96年

A 
近畿自動車道紀勢線南部

和歌山県道路建設課
徳蔵地区遣蹄、高田土居城跡

234m' 300n"i』IC周辺所在遺跡確認調査 プゼン寺跡

B 
近畿自動車道南部 IC建設 n本道路公団関西支社 徳識地区遺跡、高田土居城跡

用地内徳蔵地区遺跨発掘調査

C 
園道424号線道路改築事業に 和歌山県日高振興局

徳蔵地区造跡'
伴う’慈蔵地区遺跡発掘調査 遠設部

［） 
県道上富田南部線整偲に 和歌山県日高振興局 徳蔵地区遣跡、高田土居城跡

伴う徳蔵地区遺跡他発掘調査 建設部 大塚造跡

E 
古川店速関連改修工事｝こ 和歌山県n高振興局

徳蔵地区遺跡
伴う徳蔵地区遺跡他発掘調査 遠設部

F 南部荘園関連遺跡発掘調査 緑資源公団
徳蔵地区遺跡，大塚遺跡，熊岡1I

遺跡、上坪遣箇，東吉田 I・II遺跡

G 
県営排特南部南部川地区高田 和歌山県n高振興局

徳蔵地区遺跡・高田土居城努
士居城跡発掘調査（古/II支線） 建設部

l:I 
稲岡遺賄（村道熊岡：因原田線）

南部川村 熊l碕1l遺跡
発掘調査

*Cの調査は本報告書に記載 234m' 3 00 :1:1' 

調 査 概 要

徳蔵地区造跡周辺で3mX3mの試掘坑を21地点. 2mX2mを3地 点 ¥mX9mを2地点に設定し、調査

平成7年度
を実胞.24地点で中世の還物包含囮を確認し'7地点で縄紋時代～中世の遺構を検出した．南西部て蝿

A-1995 
紋時代の遺構・遺物包含層が顕著てある．

徳蔵地区逮謗周辺で3mx3mの試掘坑を32地点に設定し｀調査を実施。基本層序は①層が耕作＿七、②

平成 8年度
層が床土、③届が灰色シルト、以下、粘土層．砂附｀礫府である．③附が中世造物包含腐で．水田の可

A-1996 
能性が高い。南部川右岸のプゼン寺跡のトレンチ調査では遺構・遺物ともに確認されなかった。

徳蔵地区造跡北端の後背湿地部のI.700rriを調査した. 15~ 16世紀の鋤溝・溝• 土坑とそれ以前の自然

平成 9年度 流銘を検出した。遺構は水田に関連するものと考えられ｀現在の水田区画とほぽ合致~ている。出土造
B-1997 

物の時期は弥生時代から中世に及ぶが、 !5~16世紀のものが多く、高田土居城との関連が指接できる 4

徳蔵地区遣跡の北東部と中央部の17.693n材を調査した．縄紋時代晩期から弥生時代前期にかけての竪

平成10年度
穴住居跡・溝・自然流路及び古墳時代初頭の水田跡と付随する溝・木杭列を検出．鎌倉時代の水田を検

B-199& 
出し、水田が15世紀代に改変されている状況を確認した．

徳蔵地区遺跡の中央部の12.rnmを調査した．弥生時代前期の掘立柱建物・士坑と高田上屁城跡の外

平成!I年度 郭蔀の北辺と東・西辺の大規模な外堀を検出した。北・西辺は2直で、東辺は3重の堀であり防憫機能

B-1999 とともに用水・排水機能も兼ねているものと推定された．高田土居城は複郭式で東西160m・ 南北220:n

の大規模な平城である可能性が高まった．

徳滋地区遺跡の東部を中心として13.148mを調査した．縄紋時代中期前半の集淫、縄紋時代後期前半

平成12年度 の集沼＼弥生時代前期の竪穴住居し古墳時代前期の集落などを検出。関東・東海・中部高地・四国なと

B-20ll0 から搬人された＿十器・石器が確認され活発な交流がうかがえる。縄紋時代の埋甕墓と配石経が検出され

当時の墓制が明らかになった．

唸蔵地区遺跡の中央部及び北部・西部の13.167面を調査した．西部では弥生時代前期の木材を加工し

組み合わせた井堰を検出した。室町時代の高田土居城跡北外郭部では溝で区画された屋敷地から・掘吃

平成l3年度 柱建物•井戸・埋涌などを検出し、東辺の外堀から淮脚遺構や J—＿留め材なと当時の土木技術を復元す
B-2001 

る責料が発見された・高田土居城跡廃絶後に構築された井戸枠には完全な形の溶解炉の炉体が転用され

ていた．
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南 部 平 野 発 掘 調 フ旦 履 歴

1997年 1998年 1999年 2000年 200 I年 2002年 合計 参考文献

534m' 文化財センター年報
1995 ]996 

1. 700m 16, 081rri 12. 11 hn 13, 148rri 13, 167面 56. 807m'. 文化財センター年報
1997~2001 

l. 6!2rri 4, 341rri 544面 6. 497rri 文化財センター年雑
1998 2001 2002 

2. 530rri 2, 530rri 文化財センター年報
200 I 

2, 234点 2. 399点 4. 633m' 文化財センター年報
200 I 2002 

2 I 6rri I. 014rri l. 230rri 文化財センター年報
200 l 2002 

202rri 202rn 文化財センター年報
2002 

230出 2 3 Orri』

文化財センター年報
2002 

17, 693面 12,71]rri I 3, 148面 20. 478面 4. 389rri 72. 663出

調 木旦 概 要
高田土居城跡の内郭部等2,530面を調査した．内郭部は福約¥Omの堀に囲まれた南北約50m・ 束西約

平成13年度 70mの空間である。内郭と外郭は鎌倉時代の 2町半に及ぶ水田を潰して造成している。内郭部では幅

D-2001 2m・ 厚さ0.2mの土塁基底部を検出した。多数の柱跡が確認され．掘立柱建物が存在し，礎七建物も1

棟確認された。一時期古く．条里地割に平行する堀も内堀の外側で確認した。

古川右存の2,234面を調査した．梅田橋より下流の丘唆末蛸部では古墳時代初頭の竪穴住居跨4棟と

乎成13年度 溝 1条を検出した。橋より上流の谷部では両東から北西に流れる幅12mほどの縄紋時代後期と考えられ

E-2001 る自然流路を検出した。西側では徳蔵地区遺跡からつづく微高地の端部が確認された。縄紋時代後期の

± 坑が検出され、士器・サヌカイト片が多く出土した．

八、「田圃0)南部から南東部にかけての水133地帯と南東側の丘陵裾部に2X2mの試掘坑を54地点に設定

し、調査を実施．熊岡の丘陵裾部では，縄紋時代から近世にいたる多種多様な土器が出土した。東吉田
平成↓3年度

の小丘陵周辺では縄紋時代の土坑を確認した。南部の水田地帯は湿地状の地形で、自然流路や小河川とF-200 l 
推定される堆積を数地点で検出し、中世の水田層も広範囲に確認された。南西の段丘から西に延びる微

高地でば縄紋時代の土坑を検出し縄紋時代から中世にかけての顕著な遺物包含庖を確認した．

八丁田圃南部の水田地帯と南側の微裔地に2X2mの試掘坑を60地点・水田畦畔確認のための4X4mの

試掘坑を6地点に設定し｀調査を実施．熊岡地区と東吉田地区では4地点て本肛査を実施。熊岡地区では
平成11年度

古墳時代の溝・ピット．鎌倉時代の溝等を確認した．弥生土器や製塩士器等も出土した2 東吉田地区で
f -2002 

弥生時代から中世にいたる溝・ピット• 井戸を検出し、自然流路から庄内期から古墳時代前期にかけて

の土師器が多数出土した。 ヒ坪遺跡隣接地の試掘坑で．古墳時代と推定される溝を検出した。

古川支線の改良工事に伴い、高田土居城の西側外堀確認のための調査を実施した，支線の西堤に沿っ

平成14年度
て北から幅26~4. Omの第 I・ill・II工区を設定した，調査地点近辺は自然流路が存任し、近世の堆積G-2002 
土によって、大きく攪乱されていた。外堀の堆積土や西肩部と推定される遣構を一部確認したか

熊屈）地区で南部川村村道拡幅工事に伴いしり昌2~3m・ 長さ約JOOmにわたり調査を実施しに調査区の

平成14年度 北半部では中世のピット・土坑・溝等を検出した．ピットは径30cm前後・深さ I0~30cm程度で｀約2m
H-2002 間隔で直線に並ぷものがみられ，掘立柱建物である可能性がある。出土遺物は中世の土器類や陶磁器が

主体を占めるが｀須恵器や弥生土器、少呈の縄紋土器がある．
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岡 l 調資区の設定状況{l : 1.000) 

表2 翡杏I.程

調査区
1998 1999 2001 2002 

10 11 12 1 2 3 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

I区 ミ巡ミ~~ 
II区 ヽヽ惑~ ~ 
m区 ~ 巡ミ袋

IV区 ~ 澤忍

V区 災ミ

VI区 燈ミ
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第 2節位置と環境

(1)位置

徳蔵地Ix'逍跡の所／ャする IYJ部'I"野は和歌山県中央部の海岸寮り、南部lilki腎ド流域に1立Iiiする。

、r野はi!J部Ill村から南部町にかけて束,,り1.5km、南北2.5kmの範澗をイ了し、周囲を椋翡100-200111の

h陵にIJtfまれている。

徳蔵地1メ．逍跡は、「野南端のILIMIIIか収末する地点にあたり、旧地形では徴高地1人の地形を','し

ていたものとどえられるこヽ',報：＼苦の調介対象地区は、逍跡の所1iする微高地の北から西にかけ

'・I'なか'・ ,, なか"

ての縁辺部付近に相当する'J也鈷は南祁川村徳蔵'/[n)流. Iヽ・流・斎藤にあたり、椋悩は 5~5.5 

mてある c

品11/'地は、 J R1中i部駅から北に約1.5km、i,t歩約20分の位i社にある。和歌][]・ 往11坊JiiT1iから国追

42号線で IT•I かうと、南部町内に入り南部 Ill を超え、南点の父ふれを／，折すると、 1刈追424号線に入

かみ"・'
る。約1.5kmで県道］．冨『I南部線と交わるか、この交芯、点から追に沿ってイ且!!IIか調杏した地八であ

る-

(2) 地理的環境

ます、南，，Ii地域の地質について概，況する。他南 II本は中央構造線によってJli・:ir111本洵側）と

外瞥（太'I冗1'1則）に分けられる，外恐はさらに、仏像 糸Ill構造線によって1杓北に分けられ、南

側を叫/jI Ixと呼ふC 1f1部地域はこのIiり1」+l>eに属する。さらに細かくみると、南部地域は北部

暉 lJ地か11,::,111帯、中央部か：',,狐・Ill帯，洵粋寮りが牟婁:[:,,,:'と IH辺I;,,:群に屈している c

1/J部111村から南部l灯まで1ムかる'/'・野部は、南部Illとその文流てある古川の堆栢により II多収され

ている, 111部川村の什宅地は、 MIiiの自然堤1坊及び丘陵緑辺部に立地している。また、 l句合11111]0)

中心となる巾街地は、海岸沿いに発迩した砂堆の上に形成されている c

II高郡,IJ部川村は和歌山県のq,央部にイ立府する村で、血梢は約94km、人IIは約6,900人、北は 1」

,:':,JII遁神村、世は H麻郡fn南町、束は1柑牟衷郡中辺蹄Iii」と LU辺rl,、南は 11/::, 郡南部町と接してい

る 木」賊を iii.I しに JjJ 酋〖 111 か員流しており、 I、流域の南部'I'野を除き、人'I'を斤陵地・ l廿地か占め

ている。 1了I凌 而に梅畑か竹られており、 U本 の悔の il(地として夙にh名てある，~ また、付噂

炭の牛），r も行われている。南郎 Ill 村は、 II 裔郡の中心である御坊 dil½ よりも田辺巾に近く、文

化，商菜面でも 1廿辺山との関係が強い。

))[{1、徳蔵地Ix追跡の1/JJ辺は条＇［夏地割の幣備された八 J'illlililとして全IIられており、 ・ifliに'I'

） I! な水111か広がっているも染落は柑対的にやや翡媒な地を選んで 9ケ地しているが、それとて水Ill

との比砂芹は Imほどしかないへこのような乎）0な地形となったのは,1,11卜の南部'I埋1の人規悦な

水 1廿化に伴うもので、それ以前~の南部'l'野は自夕勾"/ill の流れる低il,,1地と徹 ,c;地からなる複雑な地

形を~· していたものと考えられる c
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(3)歴史的環境（図 2)

南部平野のII」li盛時代から縄紋時代前期まての直跡はいまだ知られていない。縄紋時代中期・

後間の成跡としては、当逍跡 II日高rn逍跡・栴rn直跡I古］辺）のほか、間の段迫跡、新廿遺跡、大
.,, 

塚直跡なとか知られている，また、縄紋防代晩期の逍跡としては、 9」iii'!跡 1111徳蔵直跡・ 大年此

・" 跡1のほか、片111追跡か知られている これらの追跡からは突帝紋七器か出 iし、弥生時代廿；j期

まで続くものと名えられる心

弥4時代中期の遺跡としては， l'dl直跡・翡見直跡か知られる。 /',111迫跡では七坑と溝I/泣構

が多数確認された，、また、川文字遺跡，沖殿遺跡，．村蓮谷班跡・ I・の le逍跡からわ澁如か出上し

ている c

南部平野をとりまく白悛 I・には、 6 箇所の 11•1鐸出十地かある＿銅鐸ぱ弥生時代印期から後期に

かけての人型品てあり、和歌山県北部よりも迂い時期に導入されたものと考えられている。屁辺

の丘陵からは悔姐開墾に伴い十器が多婿に出1したらしく、弥生時代中期から後期にかけての高

地件見落か存在したものと推定される c

弥生時代後期から古墳時代前Jtllの追跡としては、大塚遺跡、 1「Ill造跡か灯lられている。大塚逍

跡は南部平野下流域の比較的人規椋な比洛跡であり、このころに賂穴iH-濯亦かl'I形から力形へと

移行する状況か確認されているぐまた、 1:,廿遥跡は地域てあり、）j形1月溝笈か確詔されている。

この つの直踪からは陶質i器か出土しており、紀ノ川り）]や判1魚、『半島との父流を物品っている，

束古IHI逍趾C<'ltt.;iKiY&;<i!illt'り墳時代前期の1柑等か確認されており、 u乎迫跡においても古
,,, 

墳時代の微高地の存在か想定されている。古墳は狛洛域よりも海庁に近い場所にあり、城山占瑣

群、芝山培群、地Ill,り墳群等か散{1する。また、製塩悲跡として、大LJ津泊り］追跡か告名てあ

る、

奈良，半安時代の逍跡としては、起泊ヶ谷宜跡、閉谷密跡が知られる。 'I'安時代になると熊野

:,1, への参詣か盛んになり、南部上f計等のJ臼 lか建ヽ ',されたc 奈良.'['安時代の追跡は他の

時代よりも確忍例か少ない-

平安時代人から鎌印lが代になる頃には、南部·r野は南部荘~ として開発され、以後，お野111釦とし

て室町時代まて1/続する。,,,該時期の禁観については、近年文献等からの検誰も行われ、成］とか

" あげられているふなお、現府みられる整然とした水田蚊観は、鎌倉時代の条月9型地割りに某づく

ものであることか確認されている。

室町時代後期には 'I'須質城跡や，i:il+Iu,; 城跡芍大規模な城館か建辿されており、人規役な発掘

調企が実施されている，

江戸時代には、徳蔵地区辿跡（旧梅111遺跡，幻1迅跡）に鋳造関辿の技術名か仲んていたとい

・・'"' う品録かあり、 j.J近からは鋳此に関連するとみられる l:坑やH',Lか確認されている c
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調査地

南部川村

南部町

徳蔵地区遺跡（南部町 58・ 南部川村 54)

29雨乞山銅鐸出土地 31津殿遺跡 36田文字 I遺跡 39青蓮谷遺跡 40ブゼン寺跡
41八斗田遺跡 53熊岡 1I遺跡

23城山古墳群 24起請ヶ谷窯跡 25閉谷窯跡 26新庄遺跡 27三鍋王子跡 28高見遺跡
32片山遺跡 35埴田古墳群 39芝古墳群 40大塚遺跡 44高田土居城跡 47岡の段遺跡
50上坪遺跡 53東吉田［遺跡 54東吉田 II遺跡 55ブゼン寺跡

図 2 周辺の逍跡 (1 : 25,000) 

゜
1km 

， 
- I -



第 3節調介の方法

(1)調査の方法

発掘瀾壺業務は当センターの湖壺貝か現場ての指柿にあたり、掘削等のJ木工事はT・半請負方

式により業者へ発汁し、記録の作成については補助員を直接扉用して業務を実施した。調杏は試

掘データをもとに、近[II以降に形成された語は機械で掘り卜げ、中世以前の逍物位含1箇及び追構

を人）Jて掘削した。

遺跡0)名称と範囲
,.,_,, 

従来、，謁査区周辺の迎跡は、徳蔵逍跡・人年選跡・窃CTI選跡・梅田遺跡・古川逍跡・閥m上店

城跡なとか知られており、徳蔵地区遺跡という名称の姐跡は存在していなかった，しかし、近畿

門動車遼の建設に関連して試掘調資• 本発掘調査か行われ、従来の追跡範囲外に調査か及ぶに至

り、縄紋時代から中[IIの南部荘に関連する時代までを対象とした複合逍跡として、本発掘調杏の

・-"' 
丈施された範囲全体を徳蔵地区追跡として活ることになった。逍跡の範囲設定後も周辺における

調杏は継続されており、今後も遮跡の詭l翔変更か生しる可能性が飩い。

凋査区名（図 1・3)

徳蔵地区遺跡ては現場に応して、年度や調紀If貝序を示す数‘『• アルファヘ J ト・方位竹により

名づけた諧1企区名を111いてきた。この/J,j杏に名は・定の払WI性に適っておらず、欠番咎も多いこ

とから、同道424号線の改築工事に伴う調査のみについて、調介区名を振り,,.,_すこととした。謁杏

区名はlfJ晶インターチェンシ料命所f定地から束へ IIえ、 Il区， m区、 IV区と続き、そこから南

ヘV区、 ¥112'という II阻序で設定した。各調壺区はそれそれ IIをか平成10年度の 3Al>、ll~IV[X 

か平成13年度の 1~3区、 V.¥門区か平成14年度のA・B[Xに対応している。

地区割り（図 3)

地区割りは同上J巫標第 v1 系の X~- 246.100 、 Y~-61.500を基点に、 100m ごとの人区画と、 4 

mことの小区画を用いて設定した。大区画は北から南へ 1・2・3・・、東から西へA・R・C…

と順番に振り、徳蔵地区逍跡↑体をカハーしている。今[!']の調査地の人区画は 3G・4 G・3 

H・4 H・3 J・4 I区である。小区画は、北から南へ J・2・3・ …・25、東から西へ a • 

b • C ••••• yとIITT番に振り、一つの火区向を束内と南北に25筈分している。大区間と小区向を

組み合せた」可ミ（例えば3H20 bなど）に甚ついて、逍物の取り卜げを行っている r

遺構の名称

遺構番号は各調壺屁ことに付けている。 I・V・¥1区では検出した逍構すへてに番号を付けて

いるが、 ll~IVいでは造物の出 iした逍構のみに逍構番号を付けている。
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Y~-62,100 

I区

J 

,,,,,, , - へし 1

y~-62.200 

/ 

囲区

Y~-62,300 

口
x--'46,,ou 

図 3 瀾令lメの地区割図 II・. 1,0001 
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I区 II区 Ill区 IV区 V区 VT区
声

5.0m 

4.0m 

収14 A~ 本）＇,、11子； (l : 50) 

表3 J:I図と逍梢面i

層名 土色名と土性 Munsell notation 土層の内容

1層 灰色砂質土 2.5Y4/1 現代の耕作土

2層 明黄褐色砂質土 2.5Y6/8 現代の床土

3層 褐灰色砂質土 10YR4/1 近世の耕作土

4層
. . . .. 

褐灰色～黄灰色粘質土 中世の水田耕作土
• + • • 

1 OYR4/ 1 ~ 2.5Y 6/ 1 ．．．． 

5層 翁翁裟： 黒褐色～にぶい黄褐色粘土 1 OYR3/ 1 ~4/3 古墳～平安時代の遺物包含層

6層 -゚゚-． ， ＜ •. 黄褐色～オリーブ褐色粘質土 2.5Y4/1 ~4/3 弥生時代の遺物包含層

7層 疇 灰黄褐色～オリーブ褐色砂質土 1 OYR4/2~ 2.5Y4/4 縄紋時代晩期の遺物包含層

8層 褐灰色～褐色粘質土 10YR5/1 ~4/4 地山

遺構面 I区 rr区 m区 w区 V区 VI区

3層上面 近世 近世

4層上面 中世 中世 中世 中世

5層上面 （古墳～古代） 平安 （古墳～古代） （古墳～古代）

6層上面 （弥生後期～庄内） （弥生） （弥生） （古墳） 古墳後期

7層上面 （縄紋晩期） （縄紋晩期）

8層上面 縄紋晩期 縄紋晩期

JM序と迫構面 (11.214・表 3)

各年度の?,J~J1t ごとにギ成10年度には 6 I料、平成13年度に1よ7)凶（細分すると 168府）、平成14年

度には 81習を確認していか各調弁区0)_・¥:色と十．性、標盛 Ill:十．造物等を勘案して、次の 81;;1に

分類した。

1 JMは現代の耕作・I:でI火色の砂質I:、 2 /¥'1は！木:・!: で1り］検褐色のIi少質:I:である。 I区ではこの I'"

にかさ I:.げ I:が盛られていな 3吊は近枇の陶磁器が出:t:する耕作土で、砂質が強いものと粘質

の強いものがある，・,粘質でlぷt:のあるものについては水田耕作•卜と考えられるが、砂質のものに

ついては畑の耕作土とも考えられるゥ鍬溝等の痕跡も数箇所で確認されているく、 .1iiせは中世の水

HI 耕•作tl崎である。 3 洞よりも粘質であり｀鉄分及ぴマンガンの酸化した粒を多く含んでいる c

畦畔は II区等で確認している C ,1府はJ:ド2/¥"Jある場合が多く、出十．辿物は僅少であるが、 日尚
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を室町時代 (1a図）、 1ヽ 培を鎌倉時代 (4b層）と考えている。 51爵は児褐色～にふい黄褐色の

粘質ヒあるいは粘上であり、水田開発ji/0)湿地状の堆積を示している。出上迫物は1敗悶てあるが、

虫色上謡やヒ帥器、須忍喘か出 I・する C 中 ~I:水田掬発以前に微高地であった場1/j・については、褐

色味の強い逍構面が形成されており、純紋時代から山墳時代までの逍構か確認できる、 6恩は黄

褐色～オリープ褐色の粘質 Iてあり、弥生時代の堆精である◇ 当報告吾対象地内ては、良好な遺

構はみられず、出 1逍物も少ない。 7雇は1火菟掲色～オリープ褐色の砂質上であり、縄紋時代晩

期の突帯紋L器のみを含む鉱含陪である c 四構とみられる土坑・ピ）卜はあるか、残存状態は良

好ではない。 8屁は褐灰色～褐色の粘質土であり、近物は確認していない。しかし、 6・7層と

同様の堆秋七であり、縄紋時代晩期以前の追物を含むことも 1分に考えられる。

このような払準に従って各調企1,/0)該甘する層を統合してまとめたのが、図11の卜吊図、層序

と遺構面の表てある 2 一部の逍構l面には時期の判然としないものがあったが、その場合はは含層

の年代を考慮して( I oi巾におおよその時期を充てている 3

(2)整理の方法

整理市党は喝センター担当名が、整即補助貝・整理作業員を直接屈用して業務にあたった．

部の柊J岨作業については、発掘調査と併行して1、も急整理として現地で柊理を実施したこ整理作業

の概要は次のとおりてある，

洗浄~．叶記・分類・翌録については、出土遺物すへてについて実施した。汁泌は凡例で示した

調査コードと登録番号を記載したか、 3 cm以卜の細I',については登録番りのみを注口しした。登録

は取り上げlji位ごとに番りを付けた。

接合は晶本的に、取り七げ彬粒内に［」緑部あるいは底部を含む破片かある場合実施している、

復I泉・ 補強は基本的に、報告告に掲載する逍物を対象として、写真撮影・保符の上で必要な個体

についてわった。また、報告吉作成に伴い、遣物実測、 トレース、組版等の作業を行った。

保管状況

出ヒ遺物は乎成10年度分か 8ケース、キ成13年度分か10ケース、平成14年度か 4ケースあった

か、報告害掲載分 8ケース、その他26ケースに再整理して保竹している。‘与兵は現場では、 6 X 

71恨モノクロネガ、 35mmカラースライド、 35mmカラーネガのフィルムを用いて撮影を行い、辿物

写真は 6X 7 J版モノクロネガフィルムで撮影したQ

且溝の実測図は平成10年度 9枚、平成13年度64枚、 'I'成14年度23枚を諜1介年度ごとにファイル

し、遺物実測図110枚はファイ）v l I冊にまとめたe 逍物台帳、調令日誌［よ調査現場において作成し

た原本にて保行している，

これらの資料は和歌ill県文化財センターで保管しているか、 IHI遣物については木製品の保存

処理を実施した後に、和歌山県教育委貝会に移管される—)9定である。
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第 2章調在の成果

第 1節 平成10年度の調査 (I区）

近畿自動車道南部インターチェンジ（仮称）の料金所国逍側部分の調査である。

(1)層序

現状は、水田である。第 1J苔現代水l:UI~ 、第 2 暦床土、その下に盛土、第 3·4 J曽IH水旧層、

第 5層黄褐色シルト 1目で追構を検出した面である。盛:Lは、現在の水叩けをかさ I・.げするために

盛られた—｛・：である。池1 脊区の西半分はこの盛：1: 展.Tこ事の際に、 IH水[!I層である第 3・4層を掘肖IJ

しており、残存していない。 IR水l・H層は、調査区の東半分のみに部分的に残存する。

(2)遺構と遺物（図 5)

調杢区の東側で溝を 4条確認した。溝 1は庄内期（弥生時代から古墳時代への移行期）、消 5は

弥生時代後期の追構である。

3·4T~IU水田屑遣物 (l~I 8) 

調査では、同的な区分をせず、 3・4屑を同時に掘削しており、層による吊十ー選物の[?(分は出

~·' 
米ない。弥生 l器、 1.:師器、瓦器、須恵器、匡l産陶磁器、内磁、野磁、瓦などがある。暦として

は中1サ・近 lltの時期であるこ須恵器は、 6lit紀中簗の坪身｛図 8の 1)、 7世紀の宝珠つまみがつ

＜材盗 (2) 、奈良時代の杯蓋 (a• 4) がある。 5 は I.'~ 磁で、 6 は•行磁碗である。

溝 l 淑I6・7) 

調査1ヌを南北に横切る形で検出した）ヽ溝である。断面形状は緩やかなV字形を兄する。

0 10 20m 
I" I・→ ・''●，＋

図5 I区 ;I涌fj図 (1: 500) 
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北側での帳Um、深さ 1.7m、中IUJでの幅 7m、深さ 1.8m、南側lでの輻 8m、深さ 2mである^

地形が北から南に低くなっているため、水の流れる方向は、北から南に流れる。肘部はなだらか

に落ちる。溝のj!}J端部、とりわけ西側の肘部は、．．．．段に落ち、上段は浅くなっている。ード位の第

5隊を除くと更に第 6暦を切り込み碩iとした溝 1より史に規模の大きな流路が確認できるc

堆積．ー［．．．は、土質・色調により、大きく 3層にLえ分できる。上層はシルト層で、中層・ード潜は粘

」:l督である C -1-沼巾には両肩から落ちた．士が堆積する e 各図は細かく lヌ分でき、中陪. I沿_qは流

れ堆積の状況を早する c 溝の中央部付近の下層中より大凪の木器片や炭片が•括して出上した（図

6)。径15cm前後の柱状の木器が数本あり、他の多くの木器は、径 5cm前後の細長い棒状の木悩で

ある。有頭棒などもある。多くの木器は、溝に直行する形で、他はそれらに七流より流れてきた

ものが堰きとめられた状態で出上した。烏形木製品と考えられる追物も出：t. した。

調査は、 I: 隠から下9習まで 3屈に区分して調査した。 1.U土造物は、土器・木悩がある。追物の

----J I 

eライン (Y=-62,116)

｀ `  
1 2m 

阿 6 T区

A ---=-,-・-・・・・ へ・・・・・・・一・・--・・― ---___ .,___ A' 

后
l区溝1土層

1層褐灰色シルト
2層褐灰ーオリーブ灰色帖土

3層褐灰～オ')ーブ灰色粘土
（炭・木片・白色粒多く入る）

L 1
↑
 

2m 

回 7 I区溝 1 断面I叉I(1 : 60) 
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祉は F府が多く、」・JMが少ない。木製仙は下IM中に多く fH:+:した。士脳の色調は、全体に淡い黄’

褐色が多く、微凪の赤褐色系の,-_器もある。

溝 I 3~1附出土遺物（図 9~11) 

他のlr'iに比較して造物の塁は多い。壺、甕、 i凶杯、金本がある。第 31硲~I J¥¥Jの暦的な区分はあ

るが、時期的には遥わない。

第 3IM出卜の翌 (25~41) は、くの字形にlni曲する l」縁部をもつ。イ本部外面の叩きは、粗いも

のと細かいものがある。 .fi.1・. がりや水・平方向の叩きである。口径に大小がある。口縁部には刻み

Hを施すものがある。外面にはイ本部からLI縁部上端まで煤の付沼がある。内面には煤は付済しな

い()底部は丸底化したはO● 11) などがある 3 第 2府出土の甕 (42・43) (ょ、糸lllか凶印きをもつ

42と上げ底の底部破片 (4-3) である。第 1図IH+:の売 (44~46) は、 くの字形に屈曲しi自：線的に

延びる U縁部 (44-) と底部破n-<1s . 16) である。翁IIかいU]Iきで11縁脊IS叔ドまで存在し、口緑端

部は粘土を貼り付け継ぎ足している e 底部径は小さい 3 ドーナッツ底になっている。 1-. 器の色阻1

は、淡い黄褐色を旦する。

第 3IM出士の壺 (7~ 13) は、中期に特徴的な凹線紋を口縁部に持つ直n壷 (7)、L」縁端部に

擬門線を施し、 2 個一対の円形浮紋を付ける広口壼 (8) 、．―~重口縁壺 (9)、外反するn縁部を

もつ小さな壺 (10・11)がある。広Uw.は、 2点のみの出・・トで、非常に少ない心席きをもつ底部

(12・13) もm1~ する e 第1層出士の壺 (14・15) は、直立する［］縁部がなだらかに外反し、外面

に梢方向のripきをもつ球形の1本部の15と直U壷O)},lがあるも

第 3lMlH~t. の高杯 (16~24-) は、脚柱•部が長いもの (23) と短いもの (16·17·20·21) , 中天

(16·22·24) と qi 召~(17·20·21·23) がある 3 裾部に穿たれた孔は、 1.5cm程度である o l不部

は、塊状のもの (16~18} と屈曲して伸びるもの (19) とがある。境状のi不部には、 LI縁端部で

外反する珍しい形態のものがある (16)0

磨き調整は棋く、脚柱部、裾部は縦方lfiJに磨く。

第 :11怜出-+:の鉢 {47~49) と第

1層出土0)鉢 (50)がある。台付 く□□□□ ~
~
·
 

r=:..:...--:::~ 
3 

のもの (49・50) がある。 17は、

LI緑部の破片であな鉢は、他の

喘種に比較して址的には少ない。

第 3屑出土の木器は、有頭棒

(51 ~57・69) そのうち杭状部の

残るもの (54・55・56・58)、板

材 {61 ~63)、オ奉 (64~68)、島形

＼二三・

ー

~2 乙→――~4

こ・:r;;:
0 10cm 

［又18 .I区包含翔阻:.I.:造物 (1 : ,:I) 
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｀ 
二こミ~21

~~ ミI::::::::,22 二~24
7 ~13 溝 1 第3層出土壷
14• 15 溝 1 第1層出土壷

16~ 24 溝 1 第3層出土高坪ー゜
10 

i;・,,・,T I 
20cm 

・・・al 

I Iメ： 清 1 出 l・.造物① (l : 4) 
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2 5 ~  4 1 ) J I  1 潤 3 i l l 正 比 ＂ 濯

4 2 ・ 4 3 ) R 1 潤 2 遍 正 し 濯

4 4 ~  4 6 ) J I  1  ; P . ; 1  J i l f : i : 1 ±  遍 一

衷 l o I 区 涵 ． l 玉 ・ 一 ぃ 臨 菩 翁 〗i ( 1 :  "  

4 口 ／ ｀ ／ 〔 ／ ｀ ．

4 7 ~  4 9  i R  1  ; ( ! ; 3 / i i l t : 1 : 1 ±  喜

5 0 漏 1 藻 1 i l l 圧 H 尊

ー 1 6 ー

0  1 0  2 0 c m  

I T ' iー ， 1 - 9 .. - ,  , ' ＿ _  ．． - l  
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{70} などがある。有頭棒は、杭状に尖らし、他）iを有頭にしている。 55・56は，｝ヽ咆品で、杭状

に尖らした部分より卜120cm程度の部分に、枝を残し、支えの部分としている。組み合わせて，柵

などに使Ji]したと想定できる部材である。 57は、他の棒状の有頭棒とは遠い、角材に加 i:してい

る。 58は、杭であるがJ―寧に表而部分を力IISしている。 60は、両端を平坦に加工しており、用途

が不明である C 61は板材であるが、片面に子Lを途中まで穿っており、貝遥しない C 62も板材であ

るが、四角なflを4穴、板材を虹通させずに穿っている。 63は板材で， ［寧な}JUT.を施す。 64は、

板状の角材である。 65は、•一．面のみ削り、片面は自然面を残し棒状にしている⇔簡は取り除いて

いる。 67は、杭で細長い（，杭部分は、・・-IITT削り尖らせている。 68は、節を取り除いた棒である c

69は、）「面を浅く削り、有頭にしている。 70は、，烏形と考えられる木彼品である。片面を削り平

坦にしており、他1面は：而に区分して削っている c 1Lを 2穴穿つ。何かにとめるための穴と考え

られる。

溝 2

溝 lと溝 5の間で検出した幅0.7m前後、深さ0.2mO)浅い溝である堆禎.I.:.はシルト層で・暦で

ある。出土遣物はない。

溝4

溝 2の南側で検出した幅0.6~1.lm、深さ0.2mの浅い溝である心堆積I:はシルト暦で層である。

/11 .-1・: 造物はないc;

溝5

溝 5は、溝 2に平行して検出した小溝である。幅2.6m、深さ0.5mを測り、断iMU字形を呈する？

堆積土は -1)~1 に区分できる。蚊下1員には凪物が集中する。各 1凶はシルト Jcl で、最ド府は粘 ．． 上J1¥iで

あるc 各1凶共に炭が混ざる¢

74 75 

0
1
 

10 20cm 

一図12 I! 又溝 5 I廿I:逍物 (1 : ,j) 
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遥物は、調脊区北蛸の餃下li'iから殷中して出十した 3 壺 1711、売、高広 (72~751、鉢がある

lliJ12)。命は1ム「1壺て、 1本部から IJ縁部にかけて/'iiかに外反しなから伸ひる C LI縁端部にはl'I形

竹管紋を施す。 l釦滅のため、調整は小明である。他の L悩と色調か迎い、赤褐色系統である。

党はOilきをもつ1本部破片のみである、

高杯は、杯部形態力遠い、阻皿して伸ひるもの 172) と塊状のもの (73・711 がある。 72は、

i+部の[1縁部か1本部に比較して知いことから、時期的には弥生時代後期中ごろの時期のものであ

ろう。 1宛状の杯;'illには、い縁端部か屈皿するタイプの珍しい形態のもの (731 もある。脚柱部は、

棒状の長いものと短いものの両タイプがある。 75は、脚れ部と裾部の）羨界に、」に 411!1、下に 1

個交互にイしを穿つ。穿｛しされた穴は、人きく、 1.5cm程度であるc

(3)小結

大規模な溝1は、 J!J部平野を白然地形にそって流れる流路として機能していたことが上1曾から判

明する。 11+期は、古珀間代初頭である，‘り該期の梨落は、南の微尚地、徳蔵地1ふ遺跡、及び史に

南の大塚逍跡に存在する c 溝 l周辺部には、微高地の存介はなく、仕店跡も確認てきない'i枠l

の束約50mの地点には、旧河川が存{£ し、その中に溝 lと同規模の蛇行しなから流れる溝を検出

している Q 一段落ちた溝の1告］辺は、小溝か;lり、矢板で1メ［而された小牢間か存在する Q 'ヽ,該期の

水Illと想定できる場所てある，また溝 lの南、約100m地点の調-/fixからは、当該期の溝を検出し

ている。 f;)憫から考えて、溝 10)延長線、あるいは分岐した1禅と考えられる。 1蒻 lの機能は、用

枡水路の可能性か,.,,,,, 木製，開のfJ在は、柵を形成する杭なとが多いため、部分的に溝の肩部に

打ちこまれた可能性かある。

溝 ]/Ii土辿物には、 IH球部を乖下させる広LI帝破片はこく少絋である，史は底部径も小さい。

また底外のl」緑部や剃部の発逹か1」守／入他に 恥 1縁壺や小型壺0){け午かみられる Q そのため、

溝 l及び溝 5は、介j留式直前段階の「「内期の時期と考えられる。 1蒋5出」追物は1ムロ壺や靡杯の

仔存からみて弥牛時代後削中頃と考えられ、南部地域の特色としては、出上情の多い的坪におい

て、境形の杯部のL」紘端部を外反させる珍しいタイプ (73)かみられる点か挙げられる c
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第 2節 平成13年度の調1t(II-N区）

調介区域は現iiする国酒424り線から品速道路インターチェンシヘの進入路部分てある。 l匂北l伽

約30m・ 東内廷k約160mを測る縦長の範囲であったので、作業効率卜、束側から n. 皿 ・IV区に

分割して、調奔を実施した。油l杏血桔は4.341mてある'Il・1lI区は条単地割を踏襲した字 l、流で、

町メは・/点1飴てある，. ~ 区から住1迫を挟んた印¥IIは南部Illの1口河迎たと jii,定される。

(1) 層序（図13)

調杏区の北側は造成1事により L部か撹乱されていた0)で、南墜と束,,4樅0)縮尺 l/20の1眉同

を竹成した。 Illメの比本上層は上から標閏約5.2~5.4mの水田排作土・床十、旧水田0)耕作 I→ ・)木

1のり）怜が数,;1、3府の）火色 (5y5;l)粘質土、 4 a I~ の筑灰色 (2.5Y5/l)粘質上、 1 b層の褐

灰色 (!OYR5/l)枯質 1、 51(1の放黄褐色 IJOYR4/2)粘七、 6)邑0)貨灰色 12.5Y4/11粘leであ

る, Ill¥の東部から西部にかけて各十府は漸位的にヒがっており、向端で約0.3mの比店炉がある。

近[II:~近代と推定される水田IMは南東部て顕席に遺存していた。全体的に湿地1人の地形を早し、

中1い以降に水出化されたと推定される c

Ill区のu針堆積状況は Illメとはぱ同様であるか、平均するとさらにO.Zmほど高まっている, IH 

水1ll耕竹 1と床寸は西部ではみられない'llI区の南西部は微裔地て、オリープ褐色 12.5Y1/1)1JcJ 

砂質十の安足した地Lilとなる。

!VIメ9は卜部が賂地されて削平されている，．南西部は島状の微高地であるか、他は湿地状を旱す

る.

調杏区の地形は全般的に湿地硝であり、南内部にあまり広くない島状の1敗邸地か点在している

状況である。南部川の氾品とlit積作Illによる微灼地の形）成は顕芯でない。

(2) 遺構（図14-16)

[II区】

ll!Xては中世の血で、水Iii罪畔の痕跡を仰認した"ii目約50cm前後で、 i軸は爽北からN-30' ―

Eで、 JJ[状の水IIJ[X両とほぼR行する C ;J<llll笠の面積は不明であるか、 l剖北輻約21mや京西幅約

31.5mの1メ咄かみられる。この血では人や1などの歩行した足跡を検出したしまた、北から削へ流

れる輻約 7~9m・ 深さ約10~12mの自然流路を検出した。突侶紋をもつ深鉢の破IIが少益/IU.

したr

(111[{] 

ll1区では、中iltの面で、 1苗約0.3~0.8m・ 深さ約O.lmの浅い溝を数条検出したc 現状の水111区間

とほほ乎hする c その下の面では、小定形な浅い十坑と北j~から南東に流れる船約2.0m・ 深さ約

0.5mの溝と詞h向に延ひる浅い溝数条を検出した。平安時代の L師器が少址IMI: した。そ0)ドの

面では弥牛時代から縄紋時代晩期にかけての小定形な戊い[Jんとピットを検出した。
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【W区］

訂えの南内部には世から束に砂礫庖の高まりが舌状に延び、その1古］辺から南部にかけて1敗高地

となっている。その北側から東側にかけては低湿地てある。古瑣時代から古代の面ては、不定形

な浅い［．坑を検出した。弥生肋代の血ては西部を中心として、溝・ピノト・士坑を検出した。縄

紋時代晩期の面では、南部を中心として、ピノト・」力，Lを検出したc

(3) 遺物（図17)

Ii¥ t遺物を時代別にまとめると、縄紋時代は晩期の口縁部と肘部に刻み目突幣をもつ深鉢と仁

器（スクレイパー）、弥牛時代は前期及び後期の甕や高林、古墳時代は後期の須出器坪・器台、占
と,,ん

代は1師器JIil・ 黒色 I器 lii・ 平瓦、 ,r,柑は上帥器 1111- 瓦悩[[[-山茶坑・備前描鉢・東播系描鉢—

常滑壺・瀬戸美濃肯JIil・ 胃磁ー白磁.t, 錘、近批は備前揺鉢・伊力児碗などてあるし

76~78はスクレイパー（削祷］てある。 76はサヌカイト製て、長さ 12.0cm・ 直翫5.0cm・ 町さ 1.4cm

の横長剥/,の長辺にガ部をもつサイトスクレイパーである 3 刃部は凸刈状をなし、両頂lから諜眩

か施されていな表面は1且＼化か吝しく、 i炎灰白色を','する。 77もサヌカイト製で、長さ6.1cm-1枷

2.9cm -I厚さ0.6cmの横J心剥片(/)K辺に刃部をもつサイトスクレイパーである。背面には自然l旬か残

り、 j)部は凸刃状をなし、,,,雌iiから調整か施されている。表佃は風化か著しく、淡灰白色を足す

る。 78もサヌカイ 1、製て、艮さ5.6cm・輻3.6cm・r;!さ0.6cmの剥片の長辺に刃部をもつサイトスクレ

イパーてある。背l自には H然面か残り、 J）部はやや凸刃状をなし、片計［から瀾幣か施されている。

79は縄紋 1名科の深鉢である，口縁外面端部と屈部に浅いD字状の連続する刻目を旅した突帯か巡る。

胎1には 5mm以卜の砂粒を多く含み、焼成堅緻である。 80は狛忠器l不身である。 II径は12.6cmて、

たちあかりはやや長くトカにのび、端部は丸いc 受部はややKく］＿外方にのひる，陶邑組年の ll,,,, 
形式 2段1偕に相‘りするものと考えられる。 81は1廿茶碗の底部である。南部系とよばれる危い胎＋

の十器で、退化した低い砧台か貼り付けられている， 82はII径8.0cmの比器小llllである。 83~87は

東播系須忠質の界鉢である,88・89は備前の揺鉢である,90は中l目製の知頸壺て、耳のD/i付け狼

がみとめられ1刈斗壺か一斗壺だと考えられる。体部卜部に 3条の沈線か巡る,91は瀬｝―1文濃OJ]火

釉 llllである。外底部には」H各 fの在II~ か施されている。 92は叫叫製杓磁ll1lである。内面には花文

か彫られ、底部は回転糸切で、露胎てある,93は中国龍呆窯製の百砧碗である。，塙く,,・ば「する，c；

台をもち、底部は翫胎である， 94も中r£J龍泉窯製百磁碗で、体部は外反し、蒻合性付は蕗胎てあ

る。 95・96は管状の上錘である。
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Y=-62,260 
i X=-246340 

’ 

0 lm 

図14 Il -IV区第 1・2直構面(』 l: 600) 
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第3節 平成14年度の調在 (V・VI区）

平成M年度は、 VIX:と¥1区の つの調介区について発掘調孔ヽを実施した，調査IX:は南品川村徳

成字斎藤に所{iし、調企11111責は544rriてある'

VIえは !Vii< のすく南に設定した調査区で、 ~j 巾神社から約 130m 南にあたる。西辺約20m 、 l句辺

約llmO)台形に近い形状の潤企区て、 1旬精は192n1である＂地形は南,, りに降る緩傾余斗地である。

¥1[文は VIメの約50m南に設定した誰I脊区である，束也約llm、南北約38mの調奔尺で、 i面積は

352mであふ調査Ix.は、用水路により束内に分断されている c

なお、調査時は＼区を Alx、vll左を BIx: と呼称しており、当七ンター0)1/報筈ではこの謀l企II:¥

の地区名で報告しているが、,,,,報告苗の調企区名を以って止式な（J恥杏区名とする 0

概要

＼区 ・IV区で確認された最も占い遣構は縄紋時代晩期のものてあるじ VL<.てはそれ以降の各時

代の逍物包含滋が雄梢しているか、各暦の f・面に良好な遺構面は残介していない。 •方、＼り区で

は肉1!!11に安定した1敗畠地かあり、古墳時代後期の良好な迫構IHIか検化された。その後は、凸代に

は湿地、中 [U:には水rn、近世には水1廿及び!Illとなっており、出十逍物は1数試である。

・"' 周辺の試据・確認・立会調杏から本発掘調杏までの一連の調査により、 V.¥汀1ズ周辺には純紋

防代晩期の微9窃地か介布したか、弥生時代中期頃の流路の移動により少なくとも 3つの認1人微高

地に分浙されたことを確総した，9

(1) 層序（図18)

某本的には I~IVVとFl様の堆積傾向をホすか、比較的安定した微高地に，・,池する。土色と上

質は1叉118のとおり、各府の内容は下記のとおりてある。

11凶は現代の耕什l→、 2府は床上'¥1区では畑作（あるいは水[LIO)衷作）用の畝跡群か検出さ

れた。

3附は近 [I卜の耕｛↑I:。鉄・マンガン粒を含む砂質十である。 11晉との比較から、水mてはなく、

畑作を行っていたものと推定される Q 陶磁器かIHIした、

41位は中UI:の水Ill耕竹上。鉄・マンガンの粒を多く含み、砂の比＇がの低い粘質 I:である， I帥

器・瓦器の破片か出［した。

51性は古墳時代から'f安時代までの堆積十. ½J 質な灰色の粘質卜てあり、湿地状を旱していた

ものと ~I定されな須屯器かIt\上した c

61付は弥'I'時代～占墳時代までの堆禎l。弥生 u品. I師悩と見られる破I',か出 1した。

7府は縄紋時代晩期の堆積上。突帝紋 1岱の破nのみが一定屈出 1した。

81廿は縄紋時代晩期以前の）『積 L。VIメでは追物はlKIしなかったが、 VJ区ては1則溝にて、 8 

1習ヒ祈iに近い位椴から、十．悩片が 1点出Lしていな
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(2) 遺構

近構名は調介lズごとに設定した。 VIズては逍構 1~85、Vllメでは避構 1~146を検出した。この

うち、追構の性格の判断かつくものについては、匹構 1→七坑 lのように衣記し止した。

＜弟 l追構till (,1 屑 t面）—•PILI: ・近ltt-> (図19井）

[VI衣1

4 J杓（中 llt水出耕作上）をヘースとしているのて平j且な追構l葡てあるか、地盤の十．色か南北で

異なっている。調査Iヌ南半は欽，マンガンの粒か酸化しており t色が全体的に褐色かかっている

か、北半 II文1190)スクリーントーン部分）は鉄・マンガンの粒かあるものの酸化しておらず、十

色は灰色を 'i'.する。これらの状況から、湿地状の）伴禎は残存しないか、中世以降に調査区北'I'は

湿地となっていたものと推定される。

足跡 1 -~ の足跡である。湿地との位僻関係から、水を飲みに来たものと考えられる，9

溝 5 湿地の形成1京因とも考えられる溝である，東→南約28度の力位へ、約 1度の角度で流れて

いる。途中に水梱め状の窪みかあり、 1吉間を板て上留めしている。

【11区1

4思 1.,,,と3腐｛近柑堆枯II I面に形成された逍構面であるか、図では第 l造構血としてま

とめたC 中世の水田面に対して、南西};JG/に 3段階の近 IU:の落ち込みかある．

I: 坑 l 近111:0J十坑である。 4段階の水刊堆積で)'IIまっている，

ピ9 卜4~17 2列に並んたピ 9 卜列である。ピ J 卜は浅く、瓜は平知である r

!・ 坑 33 l・l/CJ4と1吋規校，同形状の t・坑である。 1坑 31の 1段1階，りい据付痕と考えられる<

t坑34 行約1.1mの I:坑の周囲を漆喰で固めている。漆喰に類するものと砂利を混せて1古lめたも

のと推定され、凝灰岩に近い風合いを','する。磁器I',と木製の棒が出上しに I)ん33・34の1月囲

には小さな穴か確認されている c 追構の'i'I格は判然としないか、 11区付近は近枇に鋳物帥かftk

ていたと推定される場,,;であり、鋳造1即辿の且構である!If能"VIか考えられる 3

杭ダI」35 4/¥'LI佃I及ひ4層掘削中に検出した乱杭列である。

く第 2遺構1i1i(3屑 l:liiil・・'11枇水Rl開発以1)1/-> (図19石）

[VLl(J 

:,Iii 1,1, 堵時代~'I'安時代の湿地堆積III伯］の遺梢'''て、 lfJ西へ降る傾斜地である。

杭ダ1]29 4 I汁掘,11中に検出した杭列であり、中Ill:の水Ill吐l畔に伴うものと考えられる C 東→南約

35度の方位に；匝んており、区画の力｛，＇は第 1直構i&iの溝 5を経て、ほほ現1iまで跨襲されているc

杭 11071 は57cm残存しており、釘が 3本 1104~107)打ち込まれた杭も出」．した"

【V1区1

尚奔Ix北側から中央まて、湿地化している状況を確認した。
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く第 3遣梢l紺 I6附直ii一弥り：時代～古瑣時代後期＞（図20左）

［＼［刈

南西へ緩やかに降る傾斜地で、 4培の七坑，ピノトのほか、約360基の小型ピソト状逍梢（ピノ

ト群38として 括して扱う）を検出した。

ピ9 卜群38 径 4cmのピソト群。晰面は深さ20cm以 Fo, 円筒形、埋十に第 ,11苦と第 5層に頬似す

る」が入るし

[¥11刈

調杏区南1圃か微高地 1を平しており、掘立村建物跡等かつくられている,iJIJ在区北側の !'I然流

路跡はJり！まっているか、水はけか悪かったものと息われ、溝140-141より北側には逍構かみられ

ない。

L坑89-90 」坑89は卜面で一辺約90cm、中段で 辺約50cmの隅丸h形の土坑で、深さは55cm、つ

IJ九内は 2層に分かれ、 FL習には径約 8mmの植物を燃やした炭が残り、 u習には底部を抜いた十

帥器翌を据えている。 1坑 90も同様の土坑であり、七器片か出」している。

溝140-141 島状微裔地の蒜辺にある直線的な溝であるふこの溝を挟んで直構のイ1皿か分かれる

ことから、枡水を兼ねた凶即溝の件格をもつものと判断される心

掘立柱建物跡 SllOl 4間x3 Ill以上の揺立杵建物跡である，杜穴は径約 15cmで、掘方はないc

南北 l間は約100cm、東西］間は変期的て約70-90cm,)j位は座標北から3.5度11りに振れる＿十坑89

と1司様の哩Lで埋まるのて、古墳峙代後期頃の建物と考えている

く第 4逍構lfli(91性卜1f1il一縄紋時代晩期一＞（岡20右）

IV区］

1¥ 直へ緩やかに降る傾斜地で、 40某の七坑~ ピノトを検出したc

し坑46 イ和75cm、深さ 13cm、I火羨褐色粘質十で)'I'まるさ

r坑79 抒60cm、深さ 8cm、褐I火色粘質土で埋まる。七坑46-55、」＿坑79-81は径 5-6mの弧

状を描いて分布しており、地十に炭化物か混人していることから、堅穴1中店跡のド端部てある可

能性を考えたが、嗚穴仕駅とする栢極的な状成証拠は得られなかったぐ

(¥I区】

調査Ix南側には微高地1人の地形か残存している"また、調令lを北束端ては別の微高地の縁辺部

を確認した c この 2 つの局；1人徴尚地は従来—つの微高地であった aj能性があるが、講I 令区の中央

から北側に弥牛時代のものとみられる自然流路があり分断されている。

L坑18 抜さ180cm、幅推定J00-120cm、残存する深さ25cmのJ_坑である

ピソト31 7層と類似するして迎まるピ 1 卜てあり、突笞紋 1器片か出Jcした。 VIxの 1坑 79等

同様、弧状を描くピット列となっている。
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-34 -



(3)遺物（図22)

VI刃.¥.1[えともにコンテナ 2箱分ずつの逍物がII.¥I: した0 /U.:.t遺物の内成はV区が純紋・I・.器213

点：'J-:f[iji岱12,1ば、サヌカイト片 l、1:ば、鉄釘 3,点であり、 ¥'lix: が縄紋—t:器19.i:せ、—J:師器60}・'.('須忠

器 9_rば、陶器13点、磁器 7点、:」.:錘 3},'.(である。なお、微細な＋．師質の破片は．七 Rrli 器とし、• 一括

の造物は 1つとして数えている。中・Ill:水111畦畔に伴う杭を計 3本、サンプルとして採取した¢

97·98は土器底部。伴出する上器片から、縄紋時代晩期の突帯紋｝•：器深鉢0)底部と考えている。

底径は97が8.1cm、98が5.5cm。それぞれ¥1I:><:」：坑91と、 VI:><:上坑61からHU:した。

99は須恵悩坪身 C I I径9.9cm、残#i埒3.6cmで．立ち上がりは短く、内傾する。 V1区 5屈から出：t. 

した。

JOOは上師器甕。 I°I径14.9cmで、＂村が長く、外血は崩毛目調整を施す e 卜．部は完全に残っている

が、底部は欠失しており｀破J・ヤも伴什＼していないo VJ[)(士坑89から出十＿した。

101 ~ 103は笠状上錘。長さ3.3・-4Acm、址jく径0.9~1.3cmc ¥:1区の 3・4層から出I一．した。

101~106は鉄釘。断面はll!り角形で、頭部を折り曲げる。 V区杭列29の杭に打ち込まれた状態で

m土したc

107は杭C V区杭ダ1J29(巾Ill~水111畦畔に伴う杭列）の杭0)うち残存状態の良いサンプルを実測し

た：、下端を尖らせ、 t端付近には方から錠0)ようなもので叩いた傷が 5・6箇所みられる；

し上!JI
97 

--~o.~ 
ご口~:✓.:

97 VI区土坑 91 出土 100 VI区土坑89 111土
蹄 V区土坑 B1 出土 101-103 VI区 3・4層出土

99 VI区 5眉 出土 104-107 V区杭列 29 出士

。

-0— 

@ 
101 

>:
104 

10 

図22 V・¥.1区出土造物 (1: 4) 
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第 3章 まとめ

南部平野では、ここ数年来、近畿自動申逍南部インターチェンジ建設丁●事及ぴ、国道424号改築

lボ、県道し富111南部線逍路改良「事、占111高速I関連改修 l事，大規模圃場整備などの市業か集

中して実施され、それに伴う発揺調杏血積は延へ72.000rriを超え、本県ではかつて例の価い人規模

な調介か行われてきた。縄紋時代から，い 宇IIIJ時代後期

の高1丑1居城跡なと新たな考古学的な発見か相次き、南部']'野の歴史の解Illが進みつつある。

今 1』の発掘刺企地店は徳蔵地ド造~跡の北西部で、遺跡の中心からややはずれた緑辺部である，

人部分か湿地状の地形を呈し、向然流路や溝が北山部から南東力向に流れ、中 Ill以降は水田化さ

れている 3 礼，！地の中に部分的に狭小な局状の1敬高地かあり、比較的‘仄定した褐色上が堆秘してい

る，縄紋時代晩期から占積時代にかけての追構か党まれている。

l成10年度に調令した大溝の庄内式士器併行期の堆積上から多数の建築部材と有頭棒および、

県内て初めて扁形木製品か出十した。兵形木製品は弥4時代の初めに稲作技術とともに日本に伝

求し、穀霊を運ふシンボル、或いは古虫を馳除する益島として考えられ、農耕1義礼に使われたも

のたと推定されている。 l判部']'野l"l辺の晩稲や西本庁の丘陵地帝ては、祈しい咽式の突線釉式の

大型銅鐸なとが 6例みつかっている。今回発見された島形本製品は底部に 2ケ所穿孔か見られる

ため、枠の先にくくりつけて烏'r'として、集洛からやや離れた水出部の水辺で、有頭棒や銅鐸な

と~ と供に悶耕儀礼に使Illされた "f能性がある，県1人」から/]',十した弥4時代から占培時代ttii間にか

託"

けての鳥形．上製品は 5姐跡 8例布り、洵：南rl」0)砲川水糸に位問する弥生時代の大規校染落てある

岡村逍跡:・c1u,1,,11t1製品と島形］製品か弥生時代中期後lO)溝から出1している。時期的には

界なるか、今],]の検出冽は限 l村の弥4時代の農耕俵礼を考える上て、貴巫な—例たと言えよう。

,I 

l Ill幼雅史「人塚,u跡ーマンンョン姓設にii'う即蔵又化財発枇，l'J介tli告＿御坊，Ii文ftl!す,;:J介会1002

2 11, は渋谷研秀「徳戟地/i追跡」 fill]:j、11,1屈 lりし文化財センターり報199刈和歌11il1,¥え化財センター1999. ll-lll・C区

：が1り代[J、「国迫424サ氾路改築 lボに伴う祗滋地！メ追跡発揺，凋介」『1<,120011、¥-Vll,(は丹野拓―'"逍121り迎路改良［

)iiこ11う徳泌地lメ'"跡の-,成1,1年没 ,1,,12002_に概＇災を報：ヤした，

3 川崎雅史―人塚J且跡―町追之束畠II線改r,r-1,に伴う坪蔵文化財発/Iii』)'Iii報告」御坊巾文化財，凋介会枷、,,位111111教脊委ll

会埜1)2002

4 永光窃汀',11遺跡A地、,.-,:発掘9品11c概報J南祁"J教存委員会 -1',111逍跡晶l令委員会1078等で確、認している,I叫 l迎跡ては、

このほかにIll如 1,e,1教育委JI会により B-C-D-G地，""'器1介概報か1'11行されていな

3 !JIii弘「人塚遺跡；現地説明会脊科_!II歌111!,c文化財センター2002

(i 月"拓―i炉;J:,/11立II関連追跡の"'次発拙、JI/令l―Ii材）和歌山,,,文化財センター,,恨21102J和歌111,,)文化財センター2002

で1既要が報：',されており、 4、,,度報：';,年かIIIJ」される見込である
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7 " 郎 .,1,木抒・小"直樹・益Ill雅叫；人lld'ir'rりi記が発饂凋介擬報」叩I¥IHJ教介委且会200:l

8 海,1, 朗：よか［中1叱舟現J2,10りのalt点9娯観 l打部朴にりさた人々 」和歌,,凍叫II荘 l点l,J'i杏会2002

9 Ill綺雅史「・1冴 ，!/::1り川 J/,li'r和也「,,,:11111,,:城跡発拙，J荷介」 2003,',illifll,,f城

跡中心部については, lll歌山県文化財センターり報で概災が中杜化されておヽ）、近勺紋':,':がl'iiiされる見ムである，

10 船阻Irりし文化liJセンターの高介により、県迫 u:.rn南部線に心ってIll幻 I'・ 梅ITT・ 大）知追跡の範IJ甘で鋳造l月辿の追構を確

品している．

JI CJ哨蔵文化財凶蔵地の範囲変虹汗II欲,,,県埋祓文化財戯炉1報 'I'成IC介l!t Jlil歌山県教Ii委H会2003

12 中村ぶ', rt匈邑rr 大阪府教脊委U会lfl77

11 iら とおり ¥ IdとViiiの1"1のぶ掘坑は流路の中にあたり、弧IIIHし中期の 1器）＇, が検出されて,,る,,,、

内雅人 1112徳蔵地1メ迅t跡・ ,1・,:111Uf城訊,;1)1)-fl)l_「Ill歌,,,県埋載又化1り消介年iii―平成13<1度 」111,,:山県教合がi会

2001) 111メ北東部瓢かに仰必された微蒻地の約.Jorn北に、村迫新設に11'う試掘坑をあけてし，る，．久んした微，,;,,)>が確

，認され、縄紋 1袢"とサスカイト 1「か11',Iして"a IJ涅紐i.32徳滋地1,磁的 .,,.1111寸1,,;城別-iUJ-173. 11'1! 秋ilrl',籾l'.,i!

必化財，J恥和ill!一ー平成13りli-JIll加 IJ県教/,'委11会20031 111べとJQJ,の［可迫424り線を1火んて内側にあたる1叶府におけ

る，？会，1恥査では、微，匂地は検出されず、流玲の巾であった (,32徳蔵地lべ造跡 ・illlllll,s城跡・197・327」［和歌1111,し''J'ri¥

文化財週炉1報ーI勺成1311'1i-J和歌：I閲教/1委員会2003の地点','(会調介の担当・ 'clJJII見似裟氏の教小による I

11 祁FL人1汁． 埴恰空,,じの前使一紀伊における．且形 1閲品の系讃と杓置付けー 「約JI考，＼学M究弟 3り」 2002
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所在地
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徳蔵地区和歌山県H尚郡
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遺跡 南部JI!村徳蔵

コード

市町村ば溝番号

30389 I 51 

I 

I 

I 

北緯 '1 : 東経

Q • .. ・1 ,:: • .. 

調査期間
調査[[ii禎 調奇原因

面

国迫.-124号

l.612 
巖お道路改築

第1次調査

19981026~ 

19990107 

33度 135度第 2次調査

46分 19分 200111rn-I 
. 1.341 

30秒 40秒 20020607 i 
第3次調査 l

所収追跡名 種別 トーな時代 主な造構

徳蔵地 lメ 散布地 縄紋 土坑・ピット

辿跡 l:H畑 弥牛 溝・ピット・ j坑

古墳 掘立柱建物跡

土坑・ピット・溝

平安 溝

中世 水田畔lllf・足跡

近世 溝・ピット・足跡

鋳造関連避構

20021119~1 

20021206 

主な選物 1 
5,14 

特記事瑣

［縄紋噂・スクレイパー 1突幣紋土器

弥牛上器

一げijj器・木製品

須恵器

．閃色1-.器

此器・山茶碗•土 Ji面器

陶磁僻・上錘・鉄釘・杭

Ii: 内併行期の十．器群

鳥形木製品

徳蔵地区遺跡
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